
「府中市新総合体育館基本構想（案）」
について、パブリックコメントを実施しています

ご意見をお聞かせください

意見の提出方法

件名「府中市新総合体育館基本構想（案）」、住所、氏名（法人その他の団体にあって
は、事務所または事業所の所在地、名称及び代表者の氏名）を明記し、次のいずれかの
方法によりご提出ください。なお、電話、口頭によるご意見の受付、ご意見に対しての個別
回答は行いませんので、あらかじめご了承願います。

持参

郵送

オンライン申請

○市役所への持参

○その他施設への持参

URL:https://logoform.jp/form/6ibw/1304866より申請してください。

〒１８３－００５６ 府中市寿町１－５

府中市 文化スポーツ部 スポーツタウン推進課 新総合体育館整備担当 宛

※郵送・持参の場合、意見用紙の様式は自由ですが、市ホームページからもダウンロードできます。

平日
（午前８時30分から午後５時15分）

【市役所第２庁舎４階スポーツタウン推進課】または
【市役所「おもや」庁舎管理室前】に設置してある
「意見受付箱」に投函してください。

夜間・土日・休日
【市役所「おもや」庁舎管理室前】に設置してある「意
見受付箱」に投函してください。

【市政情報センター】、【市政情報公開室】、【各文化センター】、【中央図書館】、
【郷土の森総合体育館】、【生涯学習センター】の開館時に、館内に設置してある
「意見受付箱」に投函してください。

オンライン申請二次元コード→

FAX

０４２－３６５－３５９３

対象者

意見募集期間

市内に在住・在勤・在学する方。市内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体。
この案について直接的な利害関係を有する方。

令和７年11月18日(火)から令和７年12月17日(水)まで (必着)

文化スポーツ部 スポーツタウン推進課 新総合体育館整備担当
TEL:042-335-44８８
Email:taiiku01@city.fuchu.tokyo.jp

【問合せ】



公園内に整備する新総合体育館は、

留保地、平和の森公園敷地及び生涯学習センター敷地
にまたがるように整備し、附属機能として多目的グラウンドを設置するな
ど、機能を充実させることで「スポーツタウン府中」のブランド力向上を目指し
ます。

詳細な位置は、今後策定を予定している基本計画で検討します。

事業予定地
基本構想（案）第３章

P.40～43

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/#15/35.682433/139.480126/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1）をもとに府中市作成
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留保地及び米軍通信施設跡地の土地利用計画図

留保地、平和の森公園敷地及び
生涯学習センターの敷地を一体
的に整備し、公園として利用する
ことで、多様なライフスタイルや都
市活動のニーズに対応する本市
の新たな憩いとにぎわいの拠点
となることを目指します。



『このまちの誇り、スポーツタウンの未来をひらく
多機能アリーナ』

〜感動が生まれる場所。スポーツの力が育む、
まちの誇りと魅力の新拠点〜

新総合体育館に求められる役割、府中らしさ、事業予定地における土地利用
の考え方等を踏まえ、本施設が目指すべき姿として、基本理念を定めます。

基本理念・基本方針
基本構想（案）第４章

P.44

基本理念の実現に向けて取り組むべき方向性や施策を基本方針として定め
ます。

誰もが気軽に「そだち・そだてる、する、みる、ささえる」を感じる
ことができる場の創出

• 市民スポーツからプロスポーツまで幅広いスポーツ利用に対応した環境の整備

• トップチームの観戦や応援を通じて、スポーツの楽しさや感動を体感できる「みる」機能の導入

• 市民が日常的にスポーツを取り入れ、多様な世代の健康づくりを支える場の整備

基本方針１

府中の誇りとなる中核的な施設として、
多様な活動に柔軟に対応する、フレキシブルな施設整備

• 多様な競技種目や利用形態に対応したスポーツ活動の場の整備

• スポーツ活動に限らず、文化活動やイベントなど、多目的に活用できる諸室や設備の整備

• 天候にかかわらず、市民が快適に健康維持ができる屋内空間の整備

• 誰もが安全・安心に利用できるインクルーシブな環境整備

• 環境負荷の低減に配慮した施設整備

地域や周辺環境のつながりを育み、
交流とにぎわいを生み出す地域に開かれた拠点

• 周辺環境との連続性に配慮し、誰もが集える、多様な目的に対応した施設機能の創出

• スポーツ、文化活動を通じて、世代間交流やコミュニティ形成の創出

• 周辺施設と連携し、イベントのない日でも市民が日常的に立ち寄り、交流や活動を楽しめる
場の創出

災害時の市民の安全・安心を支える防災拠点

• 災害時に市民が安心して避難できる環境の整備

• 災害時に物資の受入れ、輸送等を行う地域内輸送拠点の整備

基本方針２

基本方針３

基本方針４



施設機能は、生涯学習センターとの機能統合による諸室構成の基本的な考
え方、導入する機能に求められる検討の視点、市民ニーズから得られた新た
な付加価値としての機能について示します。

施設機能・施設規模
基本構想（案）第５章

P.45～58

みるスポーツ機能

現総合体育館や生涯学習セン
ターの体育機能に加えて、プロ
スポーツの観戦や応援を通じて、
スポーツの楽しさや感動を体感
できる「みる」スポーツ機能を導
入します。

温水プール機能

新総合体育館において、多様な
世代の健康づくりを支える場と
して、温水プール機能を導入し
ます。

マルチスペース機能

多様な競技種目によるスポーツ
活動や文化活動、イベントなど、
幅広い用途に対応可能な諸室
や仕様について検討します。

図書館機能

総合体育館と図書館との複合
化により、多様な市民が日常的
に立ち寄り、交流や活動を楽し
める地域コミュニティの核となる
ことを目指します。

防災機能

災害時において、現総合体育館
の収容可能人数を超える規模
の避難所として機能するととも
に、地域内輸送拠点に指定され
る防災拠点となることを想定し
ています。

公園との連続性

留保地に新たに設置される公
園や周辺の大規模公園等との
緑の連続性を確保することで、
一体的な緑地空間を創出します。

メインアリーナ
今後の各リーグ基準の厳格化の可能性やコンサートなどの多
様なイベント等における適正な規模の検討を踏まえて、メインア
リーナの収容人数の目指すべき想定規模を「5,000人規模以
上（競技面積は２，５００㎡程度）」とします。

サブアリーナ
各競技団体の要望を満たす最小値として、ハンドボール１面・バ
スケットボール２面を配置可能な面積・縦横比としての規模（競
技面積は1,400～1,500㎡程度）を前提として、今後観覧席
数を含めた詳細検討を行います。

トレーニング室
現総合体育館と生涯学習センターのそ
れぞれに諸室として設置されています。そ
れぞれの利用状況に基づき、適切な機
能・規模の設定を行います。

マルチスペース
武道場１・武道場２・卓球室・ミーティング
ルーム・スタジオ・会議室・研修室などを
想定し、先進事例を参照しつつ、適切な
機能・規模の設定を行います。

キッズスペース
主に20代・30代のファミリー層から多く
の要望が見られました。先進事例を参照
しつつ、適切な機能・規模の設定を行い
ます。

弓道場、エアーライフル場、相撲場など、汎用性の低い競技専用諸室については、現状の利用状況や市民の利用実態、ニーズを総合
的に踏まえながら、半屋外での配置や屋外空間の活用、諸室の簡素化などを含め、今後、諸室の設定の在り方について検討します。

施設規模を簡易的に試算すると、
想定延床面積は25,000～28,000㎡となります。

北里アリーナ富
士（富士市総合
体育館）は、屋外
が望める開放的
なトレーニング室
となっています。

横浜武道館は、
多目的な利用を
想定した武道場、
剣道・柔道・空
手・なぎなたの競
技がそれぞれ４
面配置可能です。

カクヒログループ
スーパーアリーナ
（青森市総合体
育館）は、屋内に
子どもが遊べる
遊具などが整備
されています。

出典：施設ウェブサイト 出典：施設ウェブサイト



事業スケジュール

令和８年度から令和９年度までにかけて、基本構想に基づき、新総合体育館
の具体的な機能、事業手法、想定事業費等を示した基本計画を策定します。

基本計画の策定後は、事業手法の検討結果に基づき、PFI手法※など民間
活力を導入する場合は、事業者選定に向けた手続を進めます。

一方で、従来方式を採用する場合は、基本設計・実施設計を行い、令和15年
度中の供用開始を目指します。

基本構想（案）第８章

P.68～70

基本構想（案）は、

１１月１８日（火）から１２月１７日（水）までの間

市のホームページでご覧いただけます。

URL : 

http://www.city.fuchu.tokyo.jp/gyosei/kekaku/kekaku/bunka/sinsotaikihonkoso_pabuk

ome.html
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従来手法

民間活力
を導入する
場合

基本
構想

基本計画・基本設計・
実施設計

生涯学習センター解体・
新総合体育館新設工事 供

用
開
始基本

構想
基本計画・民間活力導入可能性
調査・事業者選定・測量設計

生涯学習センター解体・
新総合体育館新設工事

※PFI手法とは、施設の設計・建設・運営・維持管理などを、民間の資金やノウハウを活用
して行う公共事業の手法です。
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